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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期

第３四半期連結
累計期間

第79期

会計期間

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 12,523,948 13,058,391

経常利益 （千円） 740,868 702,750

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 469,463 468,904

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 427,788 514,609

純資産額 （千円） 4,724,351 4,357,078

総資産額 （千円） 12,271,154 12,137,490

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 308.14 307.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） - -

自己資本比率 （％） 38.2 35.6

 

回次
第80期

第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成30年
　10月１日
至平成30年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 100.81

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．当社は第79期連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、前第３四半期連結累計期間については記

載しておりません。

　　　　４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

　　　　５．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1)　経営成績

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の成長や堅調な企業収益を背景に、景気回復は緩

やかな回復基調で推移しました。しかしその一方で、米中貿易摩擦に起因した海外経済の不確実性の高まりから、

世界の実体経済に深刻な影響を及ぼしつつあるなど、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社グループの関係する自動車業界では、各完成車メーカーの受注が好調に推移したことにより、売上高も順

調に推移し、概ね計画通りに進捗しております。

こうしたなか当社グループでは、継続して取り組んでいる品質管理及び原価低減を図ってまいりました。ま

た、生産性と品質の向上を強化して業容拡大に向けた設備投資を行い、収益の拡大に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は12,523百万円、営業利益708百万円、経常利益740百万

円、親会社株主に帰属する四半期純利益469百万円となりました。

また、設備投資といたしましては、平成30年９月に名古屋第二工場に隣接する土地を購入いたしました。さら

に、厚木工場に新規導入した大型成型機（2,000トン）も本格稼働が始まり、名古屋工場の土地も合わせて、今後

の販路の拡大に向けて順次展開してまいります。

なお、当第３四半期連結累計期間については、前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、前年

同四半期連結累計期間との比較は行っておりません。

 

(2)　財政状態

 （資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は6,368百万円となり、前連結会計年度末に比べ290百万円増加い

たしました。主な要因は、受取手形及び売掛金（382百万円）が増加したこと等によるものです。固定資産は5,902

百万円となり、前連結会計年度末に比べ156百万円減少いたしました。主な要因は、有形固定資産の工具、器具及

び備品（449百万円）が減少いたしましたが、厚木工場の成形機の購入等により機械装置及び運搬具（165百万

円）、名古屋第二工場の隣接地の購入により土地（129百万円）が増加したこと等によるものです。

この結果、資産合計は12,271百万円となり、前連結会計年度末に比べ133百万円増加いたしました。

 （負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は5,683百万円となり、前連結会計年度末に比べ53百万円増加い

たしました。主な要因は、支払手形及び買掛金（267百万円）が増加したこと等によるものです。固定負債は1,862

百万円となり、前連結会計年度末に比べ287百万円減少いたしました。主な要因は、長期借入金（317百万円）が減

少したこと等によるものです。

この結果、負債合計は7,546百万円となり、前連結会計年度末に比べ233百万円減少いたしました。

 （純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は4,724百万円となり、前連結会計年度末に比べ367百万円増加いた

しました。主な要因は、利益剰余金（408百万円）が増加したこと等によるものです。

 

(3)　重要事象等について

該当事項はありません。

 

(4)　対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は46百万円です。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,538,500 1,538,500
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 1,538,500 1,538,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
- 1,538 - 2,298,010 - -

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式（自己株式等） - - -

議決権制限株式（その他） - - -

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　15,000 - -

完全議決権株式（その他） 普通株式　 1,520,500 15,205 -

単元未満株式 普通株式　　　 3,000 - -

発行済株式総数 1,538,500 - -

総株主の議決権 - 15,205 -

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式（失念株式）が300株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数3個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社イクヨ
神奈川県厚木市上依知

３０１９番地
15,000 - 15,000 0.97

計 - 15,000 - 15,000 0.97

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

また、当社は前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、四半期連結損益計算書及び四半期連結包括

利益計算書については、前第３四半期連結累計期間との対比は行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ＲＳＭ清和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,529,697 2,400,388

受取手形及び売掛金 ※ 2,909,680 ※ 3,292,364

商品及び製品 95,570 126,989

仕掛品 80,286 79,033

原材料及び貯蔵品 174,670 220,207

その他 288,048 249,374

流動資産合計 6,077,954 6,368,358

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,007,078 5,083,322

減価償却累計額 △4,020,429 △4,073,130

建物及び構築物（純額） 986,649 1,010,192

機械装置及び運搬具 2,833,671 3,059,060

減価償却累計額 △2,492,884 △2,553,211

機械装置及び運搬具（純額） 340,786 505,849

工具、器具及び備品 27,131,768 25,472,901

減価償却累計額 △24,433,036 △23,223,739

工具、器具及び備品（純額） 2,698,731 2,249,162

土地 1,169,861 1,299,311

リース資産 675,375 681,709

減価償却累計額 △675,375 △675,375

リース資産（純額） - 6,333

建設仮勘定 94,765 76,284

有形固定資産合計 5,290,793 5,147,133

無形固定資産 48,829 44,182

投資その他の資産 719,912 711,480

固定資産合計 6,059,535 5,902,795

資産合計 12,137,490 12,271,154
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 3,455,353 ※ 3,723,203

1年内返済予定の長期借入金 474,000 474,000

未払法人税等 97,743 180,530

賞与引当金 87,574 51,913

前受金 215,559 128,707

設備関係支払手形 ※ 706,322 ※ 638,225

その他 593,432 487,230

流動負債合計 5,629,985 5,683,810

固定負債   

長期借入金 1,408,000 1,091,000

退職給付に係る負債 742,425 764,936

その他 - 7,056

固定負債合計 2,150,425 1,862,992

負債合計 7,780,411 7,546,803

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,298,010 2,298,010

資本剰余金 - 3,245

利益剰余金 1,950,272 2,358,794

自己株式 △26,559 △26,632

株主資本合計 4,221,723 4,633,417

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 159,826 123,833

為替換算調整勘定 △7,219 △19,728

退職給付に係る調整累計額 △48,853 △44,672

その他の包括利益累計額合計 103,754 59,433

非支配株主持分 31,601 31,500

純資産合計 4,357,078 4,724,351

負債純資産合計 12,137,490 12,271,154
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 12,523,948

売上原価 10,754,822

売上総利益 1,769,125

販売費及び一般管理費 1,060,408

営業利益 708,716

営業外収益  

受取利息 1,266

受取配当金 10,273

金型精算差益 38,967

その他 3,092

営業外収益合計 53,600

営業外費用  

支払利息 15,956

その他 5,492

営業外費用合計 21,449

経常利益 740,868

特別利益  

固定資産売却益 949

特別利益合計 949

特別損失  

固定資産除売却損 68,792

特別損失合計 68,792

税金等調整前四半期純利益 673,026

法人税、住民税及び事業税 225,469

法人税等調整額 △28,778

法人税等合計 196,691

四半期純利益 476,335

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,871

親会社株主に帰属する四半期純利益 469,463
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 476,335

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 △35,992

為替換算調整勘定 △16,734

退職給付に係る調整額 4,180

その他の包括利益合計 △48,546

四半期包括利益 427,788

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 424,643

非支配株主に係る四半期包括利益 3,144
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【注記事項】

（追加情報）

　　　　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　　　　　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権

　　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をし

ております。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形及び電子記録債権が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　　　　　　　　　　　　　　前連結会計年度
　　　　　　　　　　　　　　（平成30年３月31日）

　　　　　　　　　　　　　　当第３四半期連結会計期間
　　　　　　　　　　　　　　（平成30年12月31日）

 
受取手形 10,299千円

電子記録債権 44,705千円

支払手形 440,306千円

設備関係支払手形 197,504千円
 

 
 4,592千円

 40,237千円

 530,982千円

 66,116千円
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
　　至　平成30年12月31日）

 
　減価償却費 1,160,753千円
 
 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 60,941 40.00 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日
後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、自動車部品事業を単一のセグメントとして運営しており、これ以外に報告セグメントがないため、

記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 308円14銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
469,463

普通株主に帰属しない金額（千円） -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
469,463

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,523

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月12日

株式会社イクヨ

取締役会　御中

 

ＲＳＭ清和監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 坂井　浩史　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大塚　貴史　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イクヨ

の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から平成30

年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イクヨ及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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